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サーモンくん みやこちゃん

着工前 千徳大橋周辺での清掃状況

宮古市立藤原小学校の５年生が工事現場を見学
～「命の道をつくる」について学びました～

宮古市政調査会が「宮古盛岡横断道路」視察
～工事の進捗状況を確認～

宮古箱石道路の事業進捗状況

他イベント情報など

みやこハーバーラジオ 10/25 11:30～ （予定）

「復興のつち音」 出演：宮古箱石道路安全協議会

８月２４日（水）、宮古市議会議員２３名、事務局３名による「宮古盛岡横断道路」の視察が行わ

れました。当日は、（仮）新区界トンネル（岩手河川国道事務所担当）の現場視察からはじまり、

（仮）新箱石トンネル、（仮）上片巣橋、（仮）下川井トンネルなどを視察しました。（仮）新箱石

トンネルでは、佐々木現場代理人から工事の概要説明があり、「ソイルセメントで坑口を補強してい

ます」との説明に対し「ソイルセメントとは何ですか？」といった質問が有りました。また、茂市地

区道路工事では、中島監理技術者から完成イメージパースをつかい工事の概要説明があり「ここから

盛岡方面にも行けるようになりますか？」といった質問などを受けながら視察が終了しました。

宮古市周辺に甚大な被害をもたらした台風１０号、宮古街道（国道１０

６号）も多大なる被害を受けました。

今月は、この応急復旧を行なっている時に発見した『昔の宮古街道の

石積み』を紹介します。

石積みは、蟇目（ひきめ）と茂市（もいち）の中間で最大の被害を受

けた、『熊の穴道供養碑』（ぶらり旅第５回＜第２１号＞で紹介）の前

で発見され、牧庵鞭牛和尚が開削した宮古街道の次の世代（二代目？）

の宮古街道のものと推察されます。

石積みは、河原の玉石をセメント等を使わず積んだ見事な空積みで、

資材等が無い中、多大な労力を使い建設されたことがうかがえます。

奇しくも発見されたのが、鞭牛和尚にご縁のある史跡の前であり、四

代目？の宮古街道を建設する我々に鞭牛和尚が宮古街道開削の歴史を見

せてくれたのではないかと、ご縁を感じています。

残念ながらこの石積みは、応急復旧の完了に伴い再び地中に眠ること

となりましたが、再び見ることとなった時は宮古市の一大事の可能性が

高いので、今後も見る機会が無いことを祈っています。

筆者の庄ちゃんが出演している「国土交通人」東北地方の生命線

を地域・民間と共につないでいくを YouTube でご覧下さい

８月２６日（金）、宮古市立藤原小学校の５年生１１名が総

合的な学習の一環で「命の道をつくる」をテーマに学習するた

め工事現場を見学しました。はじめに、（仮）小山田トンネル

において「宮古箱石道路」の整備効果や千徳小山田道路工事の

概要について説明を受け、災害時に「命」を救う道路の役割や

その道路が作られていく過程を学びながら見学しました。
【第１５回】 二度と見られない！

現場説明 現場点検

宮古市立藤原小学校の５年生１１名による現場見学会が行われまし

た。早速、児童たちから「トンネル工事をしているみなさんへ」とお

手紙をいただきました。お手紙には「寒さに負けないように」とか

「事故の無いよう頑張ってください」といった励ましの言葉をいただ

き、みんなうれしく思ってます。改めて安全な工事完了を誓い合いま

した。 （M）

昔の宮古街道の石積み護岸

河原の玉石を空積みで築き

上げている

牧庵鞭牛

『熊の穴道供養碑』→

二代目宮古街道か？

↓

「青ちゃん」こと青柳監理技術者から「（仮）小山田トンネルの施工方法」について、「亀ちゃん」こと

亀田監理技術者から「（仮）閉伊川橋下部工の施工方法」について説明を受けました。「トンネル工事で

出たズリはDORAの何杯分？」などクイズ方式でわかりやすく学べました。

「辻ちゃん」こと辻監理

技術者から「ドローンな

どICT【情報通信技術】

を活用した最新の土木技

術」について説明を受け

ました。初めてドローン

を見る児童も多く、飛び

立つと大きな歓声が沸き

ました。

整備効果について学ぶ児童たち

下部工について説明

下部工に使う石に願い事を書く児童

たち。どんな願い事かな・・・

ドローンの飛行に歓声

（仮）新箱石トンネル工事現場 （仮）腹帯第３トンネル工事現場 茂市地区道路工事現場

工事の概要に

ついて説明

最新型の建設機

械への体験乗車

（仮）小山田トンネル 盛岡側坑口にて

記念写真



No. 　　　現場事務所TEL No. 　　　現場事務所TEL

① ⑥

② ⑦

③ ⑧

④ ⑨

⑤ ⑩

宮古市キャラクター利用許可　水　第1091号

工　　　　事　　　　名 工　　　　期 受　注　者 工　　　　事　　　　名 工　　　　期 受　注　者

㈱安藤・間 85-1525

松山IC道路改良工事 H27.9.9～H28.10.4 松尾建設㈱ 64-3211 国道106号 磯鶏地区道路工事 H28. 4. 1～H31.9.27 大成建設㈱ 77-5162

国道45号外 千徳小山田道路工事 H26.3.7～H28.8.31 前田建設工業㈱ 62-3162 国道106号 箱石地区道路工事 H26.12.17～H30.2.28

オリエンタル白石（株） 65-7552

国道106号 腹帯地区道路工事 H26.12.3～H29.6.30 大豊・佐田JV 79-1855 小山田松山地区道路改良工事 H28.8.3～H29.3.21 （株）淺沼組 準備中

国道106号 茂市地区道路工事 H27.2.19～H31.3.29 戸田・岩田地崎JV 65-7007 下片巣接続橋上部工工事 H28.3.31～H28.10.20

閉伊川へ流出したごみを撤去

（株）淺沼組 準備中

台風１０号による被災対策の取り組み状況 平成28年９月15日現在

箱石地区において市道へ流出し
た土砂の撤去

岡村地区において、法面崩壊箇
所の土砂上げ

浸水被害地で、地域住民をボー
トにより救出し安全な場所へ搬
送

湯ったり館進入道路へ流出した
土砂を撤去

木戸井内川へ流出した土砂を撤
去

国道106号 下川井トンネル工事 H26.12.16～H31.3.15 大成建設㈱ 77-5653 川井箱石地区道路改良工事 H28.8.3～H29.3.21

国道３４０号崩壊箇所で、大型土の
う設置及び交通誘導に協力

箱石、岡村地区で地域住民の避難
誘導を実施

腹帯地区において市道へ流出した土
砂の撤去

茂市地区において家庭から発生した
災害ごみの集積運搬のお手伝い

宮古市内において、県道宮古港線へ
流出した土砂の撤去

藤原地区において側溝に詰まった土
砂をバキューム車で撤去
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③施工：戸田・岩田地崎JV ①施工：前田建設工業

⑤施工：大成建設 ④施工：大豊・佐田JV

⑥施工：安藤・間

②施工：松尾建設

宮古箱石道路 (宮古市藤原～宮古市箱石) 延長 約33㎞
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（仮）松山IC（根市側）（仮）腹帯第2トンネル（盛岡側）

Ｐ2

(仮)新箱石トンネル盛岡側 （仮）茂市橋A2

P3

（仮）腹帯橋P2、P3橋脚

平成２８年度 宮古箱石道路 工事一覧

P1

⑦施工：大成建設

磯鶏地区

⑧施工：オリエンタル白石

（仮）下川井トンネル（盛岡側）

鋼管杭

（仮）小山田トンネル坑内 東側入口部

工事用道路造成

箱石地区道路工事

(株)安藤・間

下片巣接続橋上部工工事

オリエンタル白石(株)

下川井トンネル工事

大成建設(株)

茂市地区道路工事

戸田・岩田地崎ＪＶ

腹帯地区道路工事

大豊・佐田ＪＶ

千徳小山田道路工事

前田建設工業(株)

松山ＩＣ道路改良工事

松尾建設(株)
磯鶏地区道路工事

大成建設(株)

小山田松山地区道路改良工事

(株)淺沼組

川井箱石地区道路改良工事

(株)淺沼組


